
⑫
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
設

立
及
び
活
動
支
援

平
成

年
度
新
た
に
、
森

岳
地
区
と
有
明
地
区
に
地

区
社
協
が
設
立
し
、
市
内

全
地
区
に
地
区
社
協
が
設

⑤
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事

立
。

１
．
介
護
事
業

・
居
宅
介
護
支
援
事
業
（
ケ

業
（
市
委
託
）

各
地
区
と
も
給
食
（
配
食

ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
）

市
内

２
１
３
回

ま
た
は
会
食
）
サ
ー
ビ
ス

・
訪
問
介
護
事
業
（
ホ
ー
ム

市
外

８
回

や
高
齢
者
サ
ロ
ン
、
世
代

ヘ
ル
パ
ー
）

島
原
事
業

⑥
手
話
奉
仕
員
派
遣
事
業

間
交
流
事
業
と
い
っ
た
活

所
、
有
明
事
業
所

（
市
委
託
）

動
を
展
開
。
財
源
に
つ
い

・
通
所
介
護
事
業
（
デ
イ
サ

市
内

回

て
は
市
社
協
が
支
援
。

３
．
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
事
業

ー
ビ
ス
）

市
外

４
回

・
訪
問
入
浴
介
護
事
業

⑦
母
子
父
子
家
庭
ハ
イ
キ
ン

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援

・
障
害
児

グ

②
子
ど
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
教

デ
イ
サ
ー
ビ
ス

原
病
院
内
）

平
成

年
８
月
２
日

室

平
成

年
８
月
５
日

（
島

・
介
護
認
定
調
査
事
業

１
０
４
名
参
加

～
６
日
、
小
学
６
年
生

⑧
黄
色
い
傘
贈
呈
事
業

名
参
加

２
．
地
域
福
祉
活
動

①
ひ
と
り
ぐ
ら
し
高
齢
者
へ

小
学
一
年
生
４
４
０
名

③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
習
会

に

の
会
食
・
配
食
サ
ー
ビ
ス

・
初
級
手
話
講
習
会

黄
色
い
傘
を
贈
る

・
会
食
サ
ー
ビ
ス(

森
岳)

⑨
低
所
得
世
帯
児
童
・
生
徒

名
受
講

・
配
食
サ
ー
ビ
ス(

有
明)

助
成
事
業

・
点
字
講
習
会

②
ひ
と
り
ぐ
ら
し
高
齢
者
住

修
学
旅
行
、
社
会
科
見
学

６
名
受
講

宅
の
安
全
点
検
活
動

宿
泊
訓
練
参
加
助
成

・
要
約
筆
記
講
習
会

・
水
道
の
安
全
点
検
活
動

小
学
生

２
４
１
名

〔
基
礎
課
程
〕

名

水
道
器
具
等
の
点
検
、
平

中
学
生

１
５
０
名

〔
応
用
課
程
〕

名

４
．
広
報
活
動

成

年
６
月
６
日
、

世

⑩
資
金
貸
付
事
業

帯
訪
問

・
生
活
福
祉
資
金
（
県
社
協

①
社
協
だ
よ
り
の
発
行

・
ガ
ス
の
安
全
点
検
活
動

貸
付
）

４
回
発
行

ガ
ス
器
具
等
の
点
検
、
平

(

福
祉
資
金)

８
件

②
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設

５
．
そ
の
他
の
活
動

成

年

月

日
、

世
帯

９
９
６
万
３
千
円
貸
付

訪
問

(

教
育
支
援
資
金)

件

①
島
原
市
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

・
電
気
の
安
全
点
検
活
動

９
３
６
万
円
貸
付

管
理
運
営

電
気
器
具
等
の
点
検
、
平

(

総
合
支
援
資
金)

８
件

②
団
体
事
務

２
５
３
万
１
千
４
３
２
円

・
日
本
赤
十
字
社
長
崎
県
支

成

年

月

日
、

世
帯

訪
問

貸
付

部
島
原
市
地
区

③

・
福
祉
資
金
（
島
原
市
社
協

・
長
崎
県
共
同
募
金
会
島
原

老
人

子
供

と

の
ふ
れ
あ
い
活
動

老
人
ク
ラ
ブ

単
位
ク
ラ

貸
付
）

市
支
会

ブ

件

１
８
０
万
円
貸
付

・
島
原
市
民
生
委
員
児
童
委

④
福
祉
協
力
校
指
定
事
業

⑪
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助

員
協
議
会
連
合
会

小
学
校

９
校

事
業
（
地
域
福
祉
権
利
擁

・
島
原
市
身
体
障
害
者
福
祉

中
学
校

３
校

護
事
業
）

協
会

高
校

２
校

利
用
人
数

名

・
島
原
市
傷
痍
軍
人
会

ＳＨＩＭＡＢＡＲＡ

２０10

７月
第23号

島原市社会福祉協議会発行 社会福祉法人

本所 島原市霊南一丁目１７番地
（島原市福祉センター）
TEL 0957-63-3855

支所 島原市有明町大三東戊１３５２番地１
（島原市有明福祉センター１階）

TEL 0957-65-9090

http: www.shimabara-shakyo.or.jpﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ //

info@shimabara-shakyo.or.jpメール

島
原
市
社
協
の

事
業
と
決
算
報
告

会計決算報告

収 入
289,574,369円

支 出
289,574,369円

会費・寄付金（香典返し・一般寄付）
13,289,473円（4.6％）

市補助金
34,540,000円(11.9％)

市・県社協等業務委託費
8,344,344円(2.9％)

貸付事業償還金
1,152,000円（0.4％）

共同募金福祉活動
配分金
5,690,000円（2.0％）

介護事業収入
162,162,735円（56.0％）

その他の収入
4,558,343円（1.6％）

前期末支払資金残高
59,837,474円（20.6％）

人件費
151,118,664円
（52.2％）

事務費
13,886,692円（4.8％）

事業費
24,473,038円（8.5％）

貸付事業貸付金
1,800,000円（0.6％）

関係福祉団体助成金
6,461,500円（2.2％）

固定資産取得
1,388,447円（0.5％）

積立預金積立支出
20,122,297円（6.9％）

その他の支出
7,283,751円（2.5％）

当期末支払資金残高
63,039,980円（21.8％）

21
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試験並びに『受験の手引』についての問い合わせ先

長崎県社会福祉協議会 福祉人材研修センター 試験情報ホームページアドレス
住所：〒852-8555 長崎市茂里町3番24号 長崎県総合福祉ｾﾝﾀｰ2階 http://www.nagasaki-pref-shakyo.jp/cmexam/
電話：０９５-８４６－８６５７

平成２2年度 介護支援専門員実務研修受講試験の御案内

試 験
○日時：平成22年10月24日(日)10:00～
○会場：長崎総合科学大学、長崎国際大学 他
○受験申込期間：平成22年7月1日(木)～7月30日(金)当日消印有効

詳細は『受験の手引』をご確認ください。

受験には一定の実務経験が必要です。『受験の手引』またはホームページでご確認ください。

『受験の手引』（出願書類等）
○販売期間：平成22年7月1日(木)～7月30日(金)
○価格：１冊につき５００円（税込）

窓口購入 郵送購入○入手方法： もしくは
受験申込期間にご注意ください。



内
し
ま
し
た
。

桶
本
建
一

湯
江
甲

合
計

世
帯
を
訪
問
し
ま
し

平
田
双
稲

大
三
東
甲

た
が
、
点
検
を
受
け
た
高
齢
者

松
本
政
利

大
三
東
甲

は
「
台
所
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、

芝
田
喜
美
子

湯
江
丁

風
呂
や
ト
イ
レ
、
洗
面
所
、
外

島
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
で

森

守
人

湯
江
甲

の
水
道
、
排
水
ま
で
見
て
も
ら

は
、
福
祉
の
体
験
学
習
や
実
践

酒
井

一

大
三
東
甲

っ
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

活
動
を
と
お
し
て
社
会
福
祉
へ

北
田
信
幸

雲
仙
市
愛
野
町

し
た
。
」
「
パ
ッ
キ
ン
を
替
え

の
理
解
と
関
心
を
高
め
て
も
ら

平
野
成
昭

浦
の
川

木
村
敏
彦

熊
本
県
合
志
市

香
典
返
し

て
も
ら
っ
て
、
水
漏
れ
が
直
っ

う
と
と
も
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

催
し
ま
す
。

山
口
イ
ワ
ヨ

南
柏
野
町

小
鉢
光
香

秩
父
が
浦
町

﨑
尾
ゆ
う
子

大
三
東
甲

て
よ
か
っ
た
。
」
「
蛇
口
が
固

活
動
に
対
す
る
理
解
を
一
層
深

参
加
を
希
望
す
る
小
学
生
は

池
田
明
隆

大
村
市

田
浦
文
博

前
浜
町

荒
木
信
晴

湯
江
甲

く
て
困
っ
て
た
け
ど
調
整
し
て

め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し

学
校
を
通
じ
て
申
し
込
ん
で
く

大
町
武
弘

門
内
町

内
田
一
久

上
新
丁
二
丁
目

本
田

正

大
三
東
戊

も
ら
っ
た
ら
軽
く
な
っ
て
よ
か

て
、
市
内
の
小
学
６
年
生
を
対

だ
さ
い
。

梶
山
ミ
ヨ
子

御
手
水
町

伊
藤
登
美
子

新
湊
二
丁
目

佐
々
木
美
智
子

大
三
東
戊

っ
た
。
」
と
皆
さ
ん
満
足
し
て

象
に
「
子
ど
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

吉
田
進
一

寺
町

内
田
富
子

杉
山
町

荒
木
將
英

湯
江
丙

◇
期
日

い
ま
し
た
。

教
室
」
を
今
年
も
夏
休
み
に
開

８
月
４
日
（
水
）
～
８
月
５

稲
田
武
保

上
の
原
一
丁
目

伊
藤
澄
子

緑
町

松
尾
勝
盛

南
崩
山
町

日
（
木
）

園
田
ミ
ツ
子

新
湊
二
丁
目

野
田
ア
サ
子

小
山
町

森
川
智
光

新
町
一
丁
目

隈
部

敏

中
野
町

橋
口
祐
二

兵
庫
県
加
古
川
市

宮
﨑
喜
久
子

南
柏
野
町

◇
主
会
場

市
給
水
工
事
指
定
店
組
合
、

お
り
、
ひ
と
り
ぐ
ら
し
の
高
齢

島
原
市
福
祉
セ
ン
タ
ー

井
上
好
子

秩
父
が
浦
町

大
津
義
兼

亀
の
甲
町

橋
本
チ
ヨ
ノ

大
三
東
乙

市
水
道
課
、
市
民
生
児
童
委
員

者
に
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

（

電
話
６
３-

３
８
５
５
）

本
多
敏
光

大
手
原
町

永
池
寿
子

西
八
幡
町

谷
川
正
之

大
三
東
乙

協
議
会
連
合
会
、
市
社
会
福
祉

当
日
は
、
午
前
９
時

分
に

本
田
和
規

片
町

山
本
祥
子

諫
早
市

井
上
岑
生

新
山
一
丁
目

◇
参
加
対
象

協
議
会
は
、
６
月
５
日
（
土
）

市
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
出
発
式
を

市
内
小
学
６
年
生

野
田
み
や

緑
町

荒
尾
法
子

湊
町

湯
田
マ
サ
ヱ

島
原
市

市
内
の
ひ
と
り
ぐ
ら
し
高
齢
者

行
っ
た
あ
と
、
点
検
ス
タ
ッ
フ

柳

正
道

新
田
町

牧
野
静
男

弁
天
町
一
丁
目

松
田
元
治

前
浜
町

◇
予
定
内
容

宅
を
対
象
に
、
水
道
施
設
の
無

は
５
班
に
分
か
れ
て
先
ず
各
地

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
要
約

要
約
筆
記
と
は
聴
覚
に
障
害

高
齢
者
と
の
交
流

田
口
秀
美

雲
仙
市
国
見
町

細
波
久
興

白
土
町

荒
木
マ
ル
コ

湯
江
甲

料
点
検
を
行
い
ま
し
た
。

区
の
民
生
委
員
さ
ん
宅
を
訪
問

筆
記
奉
仕
員
養
成
講
座
基
礎
課

の
あ
る
方
々
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

ア
イ
マ
ス
ク
体
験

片
山
和
枝

萩
が
丘
一
丁
目

坂
本
清
高

湯
江
丁

こ
の
活
動
は
、
水
道
週
間
行

し
、
民
生
委
員
さ
ん
が
点
検
を

程
を
６
月

日
よ
り
開
講
し
、

シ
ョ
ン
方
法
の
一
つ
で
、
話
し

視
覚
障
害
と
の
交
流

島
田
ヤ
ヱ
コ

柏
野
町

岩
本
智
子

下
新
丁

事
の
一
環
と
し
て
毎
年
行
っ
て

希
望
し
て
い
る
高
齢
者
宅
へ
案

人
が
受
講
し
て
い
ま
す
。

手
の
言
葉
を
文
字
情
報
と
し
て

点
字
体
験

坂
口
セ
ツ
子

浦
田
二
丁
目

白
石
冨
美
子

古
丁

伝
え
る
も
の
で
す

。

手
話
体
験
な
ど

吉
田
清
之
介

元
船
津
町

有
馬

誠

南
下
川
尻
町

開
講
式
で
長
崎
県
難
聴
者
・

安
達

功

新
湊
二
丁
目

龍

繁
政

上
新
丁
一
丁
目

◇
参
加
費

中
途
失
聴
者
協
会
理
事
長
や
地

無
料

酒
井
宗
次

六
ツ
木
町

松
本
ユ
キ
ヱ

下
折
橋
町

一
般
寄
付

域
の
難
聴
者
か
ら
「
音
声
情
報

圓
口
雅
秀

大
下
町

石
本
盛
美

新
馬
場
町

か
ら
隔
て
ら
れ
て
い
る
人
の
社

会
参
加
と
自
立
の
お
手
伝
い
を

久
保
亀
喜

大
三
東
戊

立
光
一
孝

雲
仙
市
吾
妻
町

城
見
町
二
班
班
長

お
願
い
し
た
い
」
「
難
聴
者
や

岩
堀
シ
ゲ
子

大
三
東
丙

林
田
崇
夫

下
川
尻
町

島
原
工
業
高
校
生
徒
会

聴
覚
障
害
者
の
耳
代
わ
り
と
な

河
内
シ
ズ
子

大
三
東
戊

出
口
二
三
男

新
山
二
丁
目

島
原
市
ボ
ー
ル
ル
ー
ム
ダ
ン
ス

っ
て
ほ
し
い
」
な
ど
と
激
励
の

松
田
明
久

大
三
東
甲

佐
藤
憲
典

新
馬
場
町

連
盟

言
葉
を
い
た
だ
い
た
あ
と
、
受

酒
井

勲

大
三
東
甲

吉
田
和
子

青
葉
町

島
原
市
母
子
寡
婦
福
祉
会

講
者
は
要
約
筆
記
の
三
点
セ
ッ

宮
﨑
信
夫

大
三
東
戊

・
崎
和
則

城
西
中
の
丁

渡
邉

智

片
町

ト
（
ロ
ー
ル
・
手
袋
・
マ
ジ
ッ

吉
田
博
子

大
三
東
戊

下
田
忠
廣

札
の
元
町

一
円
玉
寄
付

ク
）
を
手
に
取
り
実
際
に
文
字

今
井
保
志

先
魁
町

隈
部
政
博

中
堀
町

を
書
い
て
み
る
こ
と
に
挑
戦
。

園
田
利
明

白
土
町

山
下

宮

新
山
一
丁
目

本
多
貞
枝

桜
門
町

受
講
生
は
、
９
月

日
の
最

松
本
壽
弘

桜
門
町

下
田
妙
子

中
野
町

金
子
ツ
ギ
ヱ

大
三
東
戊

終
講
座
ま
で
、
聴
覚
障
害
に
関

上
田
義
人

新
湊
二
丁
目

田
浦
喜
治

寺
中
町

吉
田

九

中
野
町

す
る
基
礎
知
識
や
要
約
筆
記
の

松
下
光
秋

湊
町

井
上

誠

中
堀
町

佐
藤

章

弁
天
町
一
丁
目

方
法
・
表
記
、
Ｏ
Ｈ
Ｐ
を
使
っ

谷
本
亀
次
郎

仁
田
町

中
野
エ
ミ
子

西
八
幡
町

佐
々
川
伸
一

坂
上
町

た
要
約
筆
記
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

岡
野
ヒ
デ
子

下
新
丁

宇
土

清

大
三
東
甲

原
田
諒
大

田
町

の
方
法
な
ど
を
学
び
ま
す
。

松
坂
健
一

坂
下
町

松
本
長
男

湯
江
乙

松
﨑
好
行

礫
石
原
町

社
会
福
祉
事
業
へ
の
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

平
成

年
２
月

日

～
平
成

年
６
月

日

（
敬
称
は
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

22

22

22

21

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
誰
も

が
気
軽
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
参
加
で
き
る
『
い
い
汗･

ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
夏
体
験
』
が
今
年

も
開
催
さ
れ
ま
す
。

だ
ま
っ
て
い
て
も
汗
を
か
く

夏
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
い
い
汗

を
流
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

各
学
校
、
教
育
委
員
会
、
福

祉
事
務
所
、
社
協
な
ど
で
配
布

さ
れ
て
い
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を

ご
覧
の
う
え
、
島
原
市
社
会
福

祉
協
議
会
（
島
原
市
福
祉
セ
ン

タ
ー
内
）
へ
随
時
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
（
先
着
順
に
な
り

ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お
申
し

）

込
み
く
だ
さ
い
。

『いい汗･ボランティア夏体験 参加者募集！』

◆体験期間
7月17日～9月30日の間で受入施設の定める期間

◆体験場所
県内の社会福祉施設等

◆体験内容
･施設利用者とのふれあいや、介助等の手伝い
･施設行事への参加、協力による利用者とのふれあい

（労働奉仕のみの活動は除きます）
･ボランティア団体、当事者団体等との共働活動
･その他のボランティア活動

◆その他
･体験活動の諸経費(ボランティア活動保険、交通費、
昼食代等)は、原則として参加者の負担となります

◆申し込み、問い合わせ先
島原市社会福祉協議会 電話６３－３８５５

）島原市霊南1 17 （島原市福祉センター内-

2010年7月 第23号し ま ば ら 社 協 だ よ り

水漏れが直ってよかった

水
道
施
設
を
無
料
で
点
検

ひ
と
り
ぐ
ら

し
高
齢
者
宅

要
約
筆
記
奉
仕
員

障
害
者
の
耳
代
わ
り
と
な
っ
て
ほ
し
い

養
成
講
座(

基
礎
課
程)

を
開
講

25

子どもボラン
ティア教室

夏
休
み
に
福
祉
体
験
し
て
み
よ
う

19

10

64

30

講
義
を
す
る
講
師
の
市
川
克
子

先
生
と
要
約
筆
記
の
様
子


	Taro-社協だより１
	Taro-社協だより２



